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W111b 2017.11.7 Crab pulsar large glitch観測速報 (1)： 概要
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2017/11/7にCrab pulsarで過去最大の glitch(自転周波数 νの突発的な増加)が発生した、とのAtel#10939 が
流れた (δν/ν ∼ (0.471± 0.003)× 10−6)。名古屋大学豊川観測所では、2017年 9月以降ほぼ毎日、南中時を中心
とする 6分間のCrab pulsar観測 (0.3GHz帯)を続けており、glitch発生前後も観測を継続中であった (Atelによ
る glitch推定時刻は 11月 7日 13:19UTC±4分であり、当日の観測 (17:15-17:21UTC)の 4時間前であった)。早
速、数十日にわたる豊川データを解析したところ、preliminaryな結果ではあるが、この日と前日の間に自転周波
数変化のジャンプがあり、その値はAtel報告と consistentであることを見出した。現在、処理手順を整備しつつ
あり、それにより refineした δνの値、および glitch後数十日間の自転パラメタ（ν、ν̇、...）の変化状況について
学会で述べる予定である。
glitchのAtel情報に比較的早く対応することができたのは、ISS搭載NICERと日本の地上望遠鏡群によるCrab

pulsarのX線と電波同時観測のキャンペーンを 11/10に実施したため、データ取得体制が整っていたことによる。
Ootyのグループが報告 (Atel#10947)した glitch前後のパルス波形変化の有無についても、日本のデータを用い
て検証作業中であり、結果は並行する c講演 (木坂他)で述べる。


